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近未来。世界は、 OCU (オシアナ共同連合） 
と USN (ニューコンチネント合衆国）の2大勢 
力の対立に飲み込まれていた。そして、つい 
に太平洋に浮かぶハフマン島で戦火が立ち 
昇る。世にいう第二次ハフマン紛争である。 
OCU の優秀なパイロットのロイドは、この戦 
いの中で最愛の人、カレンを失ってしまった。 
失意の彼は、それまでのキャリアをすて、傭 
兵となって恋人の敵を討つ決意を固める。 
単員機動装甲車ヴァンツァーだけで構成され 
た遊撃隊=キャニオンクロウに身を投じた 
ロイド。しかし再び最前線に戻ってきた彼が、 
そして部隊の仲間が幾多の闘いを通して知っ 
たのは、あまりに冷徹な現実だった…。 
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天野喜孝 

參プロフィール 

1952年静岡市生まれ。’67年、竜の子プロ 
ダクシヨンに入社。 

同社でアニメキヤラクターの設定を担当 
する。在社中にイラストレーターとして 
デビュー。’82年独立。以降、装帳、舞台 
美術から宝飾デザインそしてゲームのキヤ 
ラクターデザインなど、多彩な活動を展 
開中。’95年には、フランス•オルレアン 
市で行われた第2回日本映画ビエンナー 
ルにて個展開催。 


•主な作品(画集） 

「魔天」「飛天」潮日ソノラマ) 
「幻夢宮」「イマジン」(新書館） 
「天野喜孝タロットカード画集」 
(光風社出版） 

「天馬之夢」(角川書店） 

「螺旋王」(徳間書店） 

「天野喜孝空想画集 •DAWN」 
「JAPAN」(NTT 出版） 

「花天」(講談社） 
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ファンタジーイラストの天野喜孝。 

ジオラマ制作に異才を発揮する横山宏。 

非情の戦地ハフマン島で 

このふたつの強烈な個性が運命の再会を果した。 

古くから既知の仲の二人にとって 

互いの作品はどのように映ったのだろうか。 

興味津々の卜ークバトル、開始！ 


「この人、食っていけるのかな、 
と思いましたよ」 

——お二人は古くからお知り合いだそうですが、 
初めての出会いはどんな状況だったんでしょうか。 

横山：某出版社に原稿を出しに行って。 

天野：そうそう。やっとこう仕事になったという 
か、でもまだとてもとても食える状態じゃない頃。 
横山：締切が一緒ですから、同じ日に原稿を出し 
に。編集部で初めてお会いしたんです。 

天野：いや、だけどこの人これで食っていけるの 
かなって心配になってね（笑い)。 

横山：（笑い）そうですよね。 

天野：当時、僕の方はアニメーションの仕事をや 
xG てて、そっちが本業というか、生活の糧があっ 
たんです。で、余計なお世話ですけど、他人のこ 
とが気になって。 

横山：心配してくださったんですね（笑い)。でも 
確かに、原稿料がちょうど床屋代といっしょだっ 
たんですよ。床屋さんに行ったら今月描いたもの 
全部なくなっちゃうのかなと（笑い)。 

天野：で、そのうちにだんだん横山さんの名前と 
か作品とか出てくるようになって。人に聞いたら 
「その人、有名ですよ」「ええつ！」とか言ってね。 


それでだんだん安心してきて「そうか、がんばっ 
てるな」みたいなね。 

その頃、僕は20代後半。 

横山：僕は卒業した次の年。就職しそこなってね。 
ま、でも何とかなるような気がしてたから、そう 
いうことしてたんでしよ、お互い f :'-- 
天野：そうですね。他にもたくさんいたんだと思 
いますよ。その中で残って…て言い方は変ですけ 
ど、今もがんばってるのは、すごいなと思います 
ね。その頃は、横山さんの立体の方はよく知らな 
かったんです。そのうち後から知って「あ、よか 
ったな（笑い)。いろいろやってるんだな」と。 

—先輩後輩みたいな感じでもあったんですね。 

横山：そうですそうです。 

天野：いや、年は違いますけど、多分デビューは 
同じくらいですよ。 

横山：そうですね、 SF に絵を個人の名前で出す 
っていうのに関しては。でも天野さんの場合、実 
際に仕事をやってらっし.や‘った方ですからね。そ 
こにおいてはもう大きな先輩で。僕、遊んでたわ 
けですからね（笑い)。 

天野：僕は22~3歳の頃から、なんかこれじやいけ 
ないなと思って、それで、描きためて出版社に持 
つていった。そう‘いう'時だったんですよ。 


横山：同じ時期に同じこと企んで、あの近辺弋ゴ 
ソゴソしてたと思うとおかし t ゝですね。 

「日本画の手法を使ってみて 
もらいたいですね」 

——緒に同じ仕事されたのは初めてですか？ 

横山：あの雑誌に二人で挿絵を描いて以来ですね。 
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——何かジョイントだということで意識された 
ことはありました？ 

横山：ああいいナと思いましたよ。ていうのは僕、 
ゲーム結構やるんですよ。で、天野さんがずっと 
やってらっしゃったでしよ？ファイナルファンタ 
ジで。で、天野さんのキャラクターが出てきて 
しゃぺったりしないかなと、ずっと思ぅてたんで 
すよ。今度は実際出てくるそうで、面白そうだな 
と。これは、ーゲーマーとしてですけど（笑い)。 
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天野：僕の場合、まず僕がやる前に立体で起こすつ 
て話、聞いてたんです。「あ、横山さんかな。お、お、 
ついに来たな」と(笑い)。ただ僕に関しては、フロン 
トミッションという世界はちよっと異質なんですよ 


天野：僕はぜんぜん知識ないから勝手にやってま 
すけどね、自己流で。そう言われてみると、色合 
いが日本画かもしれませんね。 

横山：天野さんに日本画の手法使ってもらいたい 


それだったら面白いのがいいなと思って。 

「フランスの工房で、 

リトグラフ極めようかな」 


ね。ファンタジーじやないですから。だからイラスト 
レ-ター、樹@きとしてよりも、昔キャラクタ-デザ 
インやアニメーションやってた頃の感覚なんですね。 


Huffman 

アートを語る。 


——いつもの自分の世界とはちょっと違うと。 

天野：それが逆に面白かったですけどね。 


——横山先生は、これは異質ではないですね。 

横山：ロボット好きなんでね（笑い)。僕は学生の 



ボットだの機械だの、そういう油っぽいのが好き 
で。さっき天野さんの原画が飾ってあるのを見て 
「天野さんの方が日本画みたIゝだ」て思ったんです 
けどね。 


のがいっぱいあるんですけどね。簡単なんですよ。 
僕は学生の頃、邪道なことばっかりやってました 
からね。日本画って壁塗るような作業なんですけ 
ど、あれなんかも今の画材で同じ効果出せるし。 
だからも;っと気軽に琴んどん使ってほしいです 
ね。なんかその天野さんの空間の作り方、とても 
日本画的だなと勝手に思ってるんですけどね。 

天野：よくわかんないですけど、日本人の中にあ 
るんじゃないですかね、そういうものが。 

横山：そうですね、写楽の魂みたいなのがどこか 
にあるかも知れませんね。 

—横山先生がもともと日本画だったっていう 
のも意外ですね。 

横山：ねえ、カン違いですよね（笑い)。劣等生 
で有名だったんですよ。でも日本画のテクスチャ 
一が面白そうだったんでね。 

天野：あ 一、 関係あるね、それ。 

横山：19ハタチで決める進路ですからね。頭悪い 
盛りですから'、進路なんてまと&には決まらない 
です。だから技法なんかを学校で学ぶんだから、 


——今後の抱負をお聞かせください。 

横山：こういう仕事（ゲーム制作）に最初からデ 
ザインで参加してみたいなと。失敗に終わるかも 
しれないですけど（笑い)。それもいいんじゃな 
いですかね（笑い)。ネジを締めるとこから始め 
てみたいな。ネジを締めたり油をさしたりってい 
うニュアンスって結構好きなんですよね。 

——マニアックですね。天野先生は？リトグラ 
フはどうですか？ 

天野：ああリトですか？もう余裕です。（笑い)。 
今度フランス行ってやるんですよ。工房行って。 
そこでリトグラフ極めようかなって。 

横山：ェライなあ、尊敬しちゃうなあ。 

天野：例えばミロがやった部屋とかあるんですよ、 
実際。世界中からいろんな有名な画家が来て…す 
ごいなあ、ここでできるんだなあ、これはち， 1 ょっ: 
とやってみたいなって。 

横山：僕なんかフィレンツェ行ってもピザ食って 
遊んでるってのが関の山でしたからねえ。 














廊の酷創りに似てるな、 

と思いましたね」 

横山：（作品の写真を見せながら）これね、カメ 
ラマンの力が大きいんですよ。コ V テを描くとそ 
の通りに撮ってくれるんです。いや、それプラス 
ですよね。ガスってる感じとかね。高瀬さんって 
いうんですけど、僕の創ったやつを、本のカバー 
なんかも全部この人が撮ってくれてるんですよ。 
——こういう立体の写真の専門の方ですか。 

横山：そうですそうです。模型をうまいこと本物 
に見せたりする写真を。 

—背景の雲が綿だって聞いて驚きましたけどね。 

横山：あれも高瀬さんの技術ですからね。 

天野：これくらいの大きさを本物らしく見せる、 
となるとやっぱり写真ですよね。この色合いって 
いうのは、要するにライティングなわけでしょ？ 

横山：ていうか、まずこの色塗っといて。 

天野：この周りの。 

横山：そうですそうです。 

天野：で、結局、どの色塗ったって、赤いライト 
当てたら赤くなっちゃう。だからライティングか 
ら絵を描いてくみたいな。 

横山：そうですそうです。だから最初に作ってる 
時でもコンテいっしよに描いたり、ここはこうい 


う風な陰とか、全部描いてるんですよね。 

天野：コンテって、結局ワンポーズなの？ 

横山：いや、いろいろ。ひとつ作ったやつからい 
ろいろ撮ってほしいから。それぞれに描いてるん 
です。（コンテを指しながら）このラクガキ風の。 
——指示が面白いですよね。「とにかくケムっ 
ている」とか（笑い)。 

天野：そういう演出も実際行ってやるんでしょ？ 

横山：いやもうお任せしてるんですよ。長年の間 
柄なんで。 

天野：それはもう相当ツーカーじゃないと。 

横山：もう10年くらい一緒にやってますからね。 
これがさっきの写真の正面アングルのやつです。 
それが「角度も換えたのも撮ってね」ってちょっ 
と書いとくと、横に変えた一番いいのが出てくる。 
映画のセット作るのとちょっと似てるんですよね。 
天野：舞台に似てるね。照明からなにからね。 

横山：学生の頃に、寺山修司さんの美術の舞台の 
お手伝いとかやってたんですけど。 

天野：やってたね。 

横山：こういうのやってて、舞台創るのに似てる 
なって思いましたね。 

天野：僕も美術やって。 

横山：お芝居もやられてましたね。 

天野：うん、その時も演出が照明で決まっちゃう 


んですよ。照明って、赤青黄とかの光で絵を描く、 
色をつけていくんですよね。だから、あ一そうか、 
これって絵を描いてるのと同じだなと。どんなに 
ちゃんとやっても照明なかったら意味ないですか 
らね。これ見た時にそれを感じたんでね。 

天野氏のマネージャー：最初、色ついてないじゃ 
ないかって文句言ったんですよ（笑い)。濃淡つけ 
てくれって。そしたら「いや、これは照明でやる • 
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からいいんだ」って。 

横山：なるほどね。 

マネージャー：言ったの私ですけどね（笑い)。 一 
天野：これ、かっこいいよね。 

横山：それ、多分、本物見られると驚かれると思 
いますよね。これくらいの大きさなんですよ。 

天野：あ、そんなにちっちゃいの？ 

横山：大きく見せるには、小さく作った方が、遠 
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近法がうまく利用できると思って。大きく作っち 
やうと、カメラ引けないでしよ。 

天野：横山さん、プラモデルでも説明書通りにや 
んないんでしよ？ 

横山：そうなんです。根が貧乏症だから、小さい 
頃からプラモデル作って壊れたら、またそれで別 
の物を作ったりして。 

—そういうところから始まってるんですか！ 


Hufiman 

アートを語る。 


横山：そう。あと、ここはこうだったらいいなと 
か言って、勝手に変えちゃうんです。小さい頃か 
ら。 

「見る人には、作家のエネルギー 
が伝わると思う J 

——多分、読者の方は、天野先生や横山先生のフ 
ァンで、もしかすると、縣そういう仕事をやり 



たいなと思って、見てる方なんかもいると思うん 
ですけど。そういう方たちに、アドバイスみたい 
なものありますか？ 

天野：う一ん…どうでしょ？（笑い）仕事になっ 
ちゃうとね…でも子供の頃からね、好きな事を一 
生やっていければ一番いいですよね。そういう意 
味では、僕も子供の頃と変わんないからね。同じ 
ことですよね。机に紙置いて、他のことに目もく 
れずに描いてるってのは、子供の頃そうだったし、 
今もそうだしね。で、きっとこれからも年くって 
おじいさんになっても多分そうだろうしね。ま、 
それで幸せだな、と思うんですよね。だから、そ 
ういうのが好きな人は、方法とかはいろいろある 
でしょうけど、やっぱりそれをずっとやり続ける 


いかな（笑い)。それはすごく思うな。僕は小さい 
とき体が弱かったんで、それで外へ遊びに行くよ 
りも絵描いたりするのが好きだったんですよね。 
で、ある時を境に、なんか結構元気になって、運 
動ばっかりやってたんですよ。だからおかげでね、 
集中力みたいなのがガッて出せたりするし、あと 
結構立体作ったりするのって、力いるんですよ。 
ナイフで指とかザックリいきますけどね。そうい 
うのとかも握力からつけた方がいいかなって。 

天野：ああ、そういうのあるかもしれない。 

——体力ですか。 

天野：エネルギーっていう意味でも。作品ってそ 
うじゃないですか。横山さんは横山さんの、僕は 
僕のエネルギーが入って るし、 そのエネルギーを 


ってのが、すごく幸せな事だと思うから' 続けて 
ほしいですよね。好きであればね。 

——横山先生は？ 

横山：ほんとほんと、その通りです。飽きないこ 
とは商いに通じるって言うじゃないですか。商売 
だったら、継続するしかないみたいなとこって、 
やっぱりあるんじゃないですかね。基本的にそう 
いうことをやろうとしている人に何がァドバイス 
できるかって言ったら、どれだけ寝ないで済むか 
とか（笑い)。そういったことって、結構大事だか 
ら。勉強するより体力つけてた方がいいんじやな 



感じるような気がするんですね、見る人ってやっ 
ばりね。で、こうフワっていう感じで描いたやつ 
って、感動しないと思うんです。やっぱりグーッ 
と凝縮したエネルギーがあると思うんで。技術と 



か何とか言うよりも、そういう方が大事じ'やない 
かな、という感じはありますよね。いい絵と思っ 
てくれてるっていうのは、エネルギーを感じるヶ 
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